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１月 

 

二
月
三
日
は
節
分
の
日
、
み
ん
な
で
豆
ま
き
を
し

ま
し
た
。
鬼
が
登
場
す
る
と
、
び
っ
く
り
し
た
表
情

を
見
せ
て
い
た
方
や
、
鬼
に
も
負
け
ず
「
わ
ぁ
ー
」

と
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
方
、
笑
っ
て
「
鬼
は
外
。

福
は
内
。
」
と
思
い
切
っ
て
豆
を
投
げ
て
い
る
方
な
ど

も
い
ま
し
た
。 

 

豆
ま
き
が
終
わ
る
と
、「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
。
鬼
よ
り
」
な
ど
と
書
か
れ
た
心
温
ま

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

一
月
十
一
日
、
職
員
と
田
村
神
社
へ
初
詣
に
行
き
、

立
派
な
鳥
居
の
下
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
初
詣

に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。 

真
冬
の
寒
さ
に

も
負
け
ず
、
ウ
キ
ウ

キ
し
た
笑
顔
の
表

情
を
撮
影
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

節
分 
初
詣 

 

元
旦
に
、
夫
婦
揃
っ
て

初
詣
に
出
掛
け
ま
し
た
。 

美
味
し
い
ぜ
ん
ざ
い
も

い
た
だ
き
「
お
参
り
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

た
い
へ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。 

 

細
か
な
所
ま
で
お
内

裏
様
と
お
雛
様
が
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用

者
も
「
上
手
に
で
き
て

る
ね
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。 

雛
祭
り
以
外
で
も
、

季
節
に
合
わ
せ
て
い
ろ

ん
な
作
品
作
り
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。 

雛
祭
り

２月 

３月 

 

元
旦
に
お
屠
蘇
が
振
舞
わ

れ
、
お
せ
ち
料
理
や
和
菓
子

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新
年
の
挨
拶
を
行
う
際

は
、
み
な
さ
ん
少
し
緊
張
し

た
表
情
が
見
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 お

屠
蘇 



 

ユ
ニ
ッ
ト
の
手
す
り

を
使
っ
て
の
立
位
訓
練

や
老
人
車
を
使
っ
て
の

歩
行
訓
練
を
行
っ
て
い

る
よ
う
す
で
す
。 

周
り
の
利
用
者
か
ら

も
応
援
の
言
葉
を
も
ら

い
、
一
生
懸
命
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。 

一
月
二
日
、
三
宮
神

社
へ
初
詣
に
出
か
け
ま

し
た
。 

気
温
も
低
く
大
変
寒

か
っ
た
の
で
す
が
、
利

用
者
一
人
ひ
と
り
境
内

前
ま
で
行
き
、
手
を
合

わ
せ
お
参
り
し
ま
し

た
。 

 

日
課
と
し
て
洗
濯
物

た
た
み
を
手
伝
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
植
物
の
水
や
り
や
、

枕
カ
バ
ー
の
付
け
替
え

な
ど
積
極
的
に
行
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。 

 

三
月
十
九
日
に
「
よ

う
か
ん
作
り
」
に
挑
戦

し
ま
し
た
。 

写
真
は
苺
を
適
当
な

大
き
さ
に
切
り
分
け
て

い
る
よ
う
す
で
す
。
出

来
上
が
っ
た
よ
う
か
ん

は
大
変
甘
く
、「
美
味
し

い
よ
」
と
評
判
で
し
た
。

2１番館の生活日記 

 

二
十
一
番
館
は
、
利
用

者
全
員
女
性
か
ら
な
る

ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。 

家
事
と
仕
事
、
子
育
て

を
こ
な
し
て
き
た
ス
ー

パ
ー
お
母
さ
ん
ば
か
り

で
す
。
洗
濯
物
干
し
や
洗

濯
物
た
た
み
が
日
課
と

な
っ
て
い
る
利
用
者
も

い
ま
す
。 

二
月
三
日
、
節
分
の

豆
ま
き
を
行
い
ま
し

た
。
鬼
の
お
面
を
つ
け

た
職
員
め
が
け
、
利
用

者
が
い
っ
せ
い
に
豆
に

み
た
て
た
新
聞
紙
の
ボ

ー
ル
を
投
げ
ま
し
た
。 

鬼
さ
ん
、
少
し
痛
そ

う
で
す
。 

三
月
十
九
日
、
さ
ぬ

き
民
俗
芸
能
保
存
会
様

の
慰
問
が
あ
り
ま
し

た
。
銭
太
鼓
や
傘
、
扇

子
を
使
っ
て
、
す
ば
ら

し
い
踊
り
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 



  
 

 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

８
時
半
・
・ 

 

９
時
半
・
・
・
・

     

１２
時
・
・
・
・ 

 

１３
時
・
・
・
・ 

  

１３
時
半
・
・
・
・

       

１５
時
半
・
・
・
・

１５
時
４５
分
・
・

 

１５
時
５５
分
・
・

 

１６
時
・
・
・
・ 

送
迎 

 

湯
茶
接
待 

朝
の
挨
拶 

健
康
チ
ェ
ッ
ク

入
浴 

休
憩 

物
療 

昼
食 

 

休
憩 

物
療 

個
別
機
能
訓
練

カ
ラ
オ
ケ 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス 

（
体
操
・
身
体
を

動

か

す

ゲ

ー

ム
・
手
先
を
使
っ

て
趣
味
運
動
・
季

節
の
行
事
） 

お
や
つ 

頭
の
体
操 

 

帰
り
の
挨
拶 

 

送
迎 

 

   

カ
レ
ン
ダ
ー 

お
楽
し
み
会 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス 

送
迎 

健
康
チ
ェ
ッ
ク 

カ
ラ
オ
ケ 

趣
味
運
動 
送
迎 

物
療 

頭
の
体
操 

法
寿
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、
夢
・
い
や
し
・
や
す
ら

ぎ
を
常
に
目
標
に
置
き
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。 

 

今
後
も
、
利
用
者
が
「
こ

こ
に
来
る
の
が
、
楽
し
み

や
！
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
安
全

に
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
職
員
一
同

は
、
元
気
で
明
る
く
、
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
日
々
の
生
活
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
趣
味
を
こ
ら
し
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

や
、
作
品
作
り
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん

の
事
、
利
用
者
の
ご
意
見
も

伺
い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
環

境
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 
 

こ
れ
か
ら
も
、
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一
月
に
開
催
さ
れ
た
お
楽
し
み
会
！
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
が

こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
１
．
法
寿
苑
演
劇
部
に
よ
る
西
遊
記 

２
．
新
春
歌

謡
シ
ョ
ー 

３
．
ギ
タ
ー
侍 

４
．
法
寿
苑
三
姉
妹
に
よ
る
漫
才

５
．
男
性
職
員
に
よ
る
シ
ョ
ッ
キ
リ
相
撲 

６
．
健
康
体
操 

７
．

う
き
う
き
ダ
ン
サ
ー
ズ
に
よ
る
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
た
く
さ
ん
の
大
笑
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

利
用
者
だ
け
で
な
く
職
員
も
一
緒
に
み

ん
な
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
を
毎
日
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
記
念
に
残
る
よ
う
な
置
物

作
り
等
も
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
や
置
物

作
り
の
最
中
は
、
時
間
も
忘
れ
る
く
ら
い

皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

毎
月
恒
例
の
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、

飛
び
出
す
絵
本
の
よ
う
な
、

可
愛
い
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
す
。 

健
康
体
操 

作
り 



 

サ

ー

ビ

ス
満

足

度

調

査

結

果

報

告 

 
平
成
二
十
三
年
一
月
に
、
法
寿
苑
全
事
業

の
ご
利
用
者
や
ご
家
族
等
を
対
象
に
「
サ
ー

ビ
ス
満
足
度
調
査

」
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
目
的
と
し
て
は
、
定
期
的
に
職
員

の
対
応
や
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
が
満
足
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
ご
利

用
者
等

へ
の
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。 

 
 

調
査
方
法
は
、
職
員
の
言
葉
遣
い
、
職
員

の
身
だ
し
な
み
、
職
員
の
礼
儀
や
態
度
、
職

員
に
不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
、
職
員

の
介
助
方
法
な
ど
約
十
項
目
に
つ
い
て
、
五

段
階
で
評
価
し
て
い
た
だ
く
内
容
の
ア
ン
ケ

ー
ト
方
式
で
あ
り
、
回
収
は
施
設
長
宛
の
基

本
無
記
名
と
し
て
返
信
用
封
筒
に
て
ご
回
答

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

調
査
結
果
よ
り
、
全
体
的
に
は
約
七
割
程

度
の
ご
利
用
者
等
か
ら

「
満
足

」
し
て
い
る

と
い
う
ご
回
答
を
い
た
だ
け
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
改
善
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 
 

事
業
所
ご
と
に
ま
と
め
た
集
計
は
次
の
と

お
り
で
す
。 
 

 

① 

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
長
期
入
所
） 

回
収
率
６
９
．
６
％ 

全
体
と
し
て
、
不
満
０
％
、
や
や
不
満

４
．
５
％
、
普
通
２
０
．
５
％
、
や
や
満

足
１
７
％
、
満
足
５
７
．
１
％
、
未
回
答

０
．
９
％ 

 

② 

短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
） 

 
 
 
 

回
収
率
５
７
．
７
％ 

全
体
と
し
て
、
不
満
０
％
、
や
や
不
満

０
．
８
％
、
普
通
２
９
．
２
％
、
や
や
満

足
１
５
％
、
満
足
５
２
．
１
％
、
未
回
答

２
．
９
％ 

 

③ 

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
） 

回
収
率
８
０
．
２
％ 

全
体
と
し
て
、
不
満
０
．
２
％
、
や
や

不
満
１
．
５
％
、
普
通
１
８
．
６
％
、
や

や
満
足
１
４
．
８
％
、
満
足
６
１
．

１
％
、
未
回
答
３
．
８
％ 

 

④ 

居
宅
介
護
支
援
（
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

回
収
率
７
１
．
０
％ 

全
体
と
し
て
、
不
満
０
％
、
や
や
不
満

０
．
８
％
、
普
通
１
４
．
９
％
、
や
や
満

足
１
１
．
５
％
、
満
足
７
２
．
５
％
、
未

回
答
０
．
３
％ 

 

⑤ 

訪
問
介
護
（
弘
善
会
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
） 

 
 
 

回
収
率
７
３
．
８
％ 

全
体
と
し
て
、
不
満
０
％
、
や
や
不
満

２
．
１
％
、
普
通
２
６
．
４
％
、
や
や
満

足
１
１
．
８
％
、
満
足
５
８
．
９
％
、
未

回
答
０
．
８
％ 

 
 設

問
以
外
に
も
、
貴
重
な
ご
意
見
を
多
数

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
を
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
計

画
に
も
反
映
さ
せ
て
お
り
、
ご
利
用
者
ご
本

人
、
そ
し
て
ご
家
族
に
な
っ
た
気
持
ち
で
更

な
る
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

避難適性 

名称 住所 電話番号 
地震 

津波 
・ 
高潮 

河川

水害 
土砂 

木太南コミュニティセンター 木太町 1486 865-4273 ○ △ △ ○ 
木太南小学校 木太町 1530‐1 866-7295 ○ ○ △ ○ 
木太中学校 木太町 251 866-5588 ○ ○ ○ ○ 
木太北部コミュニティセンター 木太町 2603 831-9000 ○ △ △ ○ 
木太北部小学校 木太町 2613 831-4150 ○ △ △ ○ 
木太小学校 木太町 3480‐1 861-6337 ○ △ △ ○ 
木太コミュニティセンター 木太町 3480‐2 834-5547 × △ △ ○ 

 

三
月
十
一
日
に
Ｍ
９．０
と
い
う
日
本
観
測
史
上
最
大
の
地
震
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま
し

た
。
こ
の
震
災
は
地
震
と
と
も
に
大
き
な
津
波
、
原
子
力
発
電
所
の
爆
発
事
故
を
引
き
起
こ

し
、
多
く
の
被
災
者
を
生
む
未
曽
有
の
震
災
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
後
三
十
年
以
内
に
６０
％
、
五
十
年
以
内
に
９０
％
の
発
生
確
率
と
予
想
さ
れ
て
い

る
東
南
海
・
南
海
地
震
や
、
そ
の
他
の
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
て
、
当
苑
で

も
日
ご
ろ
よ
り
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
、
防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

＊ 高松市が指定している法寿苑周辺（木太町）の災害時避難所一覧 ＊ 

＊高松市内における地域の避難所や台風、大雨、津波などの災害によって被害が予想される箇所の位置を地図に示した『高

松市防災マップ』などの詳しい情報につきましては、インターネットの高松市ホームページを御参照ください。 

避
難
・
炊
き
出
し
訓
練

備 

蓄 

物 

品

＊○、△、×は【危険性の少なさ】の度合いを表す。 



            

 

入

居

中

の

医

療

に

関

す

る

内

容 

利

用

者

と

の

人

間

関

係

に

関

す

る

内

容 

施

設

の

対

応

に

関

す

る

内

容 

職

員

の

対

応

に

関

す

る

内

容 

介

護

方

法

に

関

す

る

内

容 

０
件 

０
件 

２
件 

０
件 

０
件 

 

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、
身
体
面
（
入
浴
・
オ
ム

ツ
交
換
）
や
生
活
面
（
掃
除
・
洗
濯
・
調
理
）
等
、
身
の
周
り
の
お
世

話
を
い
た
し
ま
す
。 

苦
情
受
付
状
況 

（平
成
二
十
三
年
一
月
～
三
月
） 

 

 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
多
く
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
パ
ワ
ー
全
開
で
利
用
者
に
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

苦
情
・
要
望
等
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
事
業
所
の

受
付
担
当
者
（
左
記
参
照
）
ま
で
お
電
話
で
も
お
越
し
い
た
だ

い
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 ・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 

 
 
 
 
 

駒
井 

伸
行 
 

℡ 

8

3

2
‐
5

5

0

0

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

和
田 

英
幹 
 
 

℡ 
 

8

3

2
‐
5

6

8

0

・
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

芳
竹 
 

大
輔 

 
 

℡ 

8

3

2
‐
5

4

0

0

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

 
 
 
 
 

堀 
 

麗
子 

 
 

℡ 
 

8

3

2
‐
5

7

6

8

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
（
祝
日
も
営
業
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
所

し
て
お
り
ま
す
。
見
学
等
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

訪
問
介
護
員 

   

早
朝
・
夜
間
・
土
日
・
祝
日
を
中
心
に 

働
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

資
格
・
・
・
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上 

時
給
・
・
・
身
体
介
護 

二
〇
〇
〇
円 

生
活
援
助 

一
六
〇
〇
円 

 

【
連
絡
先
】
（
〇
八
七
）
八
三
二
‐
五
七
六
八 

【
担
当
】
堀 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
生
活

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。 

 

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ご
相
談
。 

・
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
を
い
た
し
ま
す
。

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

二
十
三
年
三
月
か
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
制
服
が
変
わ
り
ま
し

た
。 

明
る
く
元
気
に 

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）募
集 

一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う 



      
あ
た
た
か
い
御
厚
情
の
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 

[

平
成
二
十
二
年
十
二
月
～
二
十
三
年
三
月] 

順
不
同 

《
寄
付
物
品
》 

太
田
義
道
様
、
三
角
武
様
、
総
本
山
善
通
寺
様
、
山
西
敏
之
様
、
小
松
ノ
ブ
子
様
、
鬼
澤
千

秋
様
、
ア
ー
ル
シ
ー
・
エ
ス
様
、
国
方
呉
服
店
様
、
木
村
剛
様
、
佐
伯
典
子
様
、
山
本
登
美

子
様
、
泉
川
洋
子
様
、
浦
田
哲
夫
様
、
四
国
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
様
、
平
田
保
二
様
、
木
村

ヨ
シ
エ
様
、
栄
光
寺 

池
田
宗
弘
様
、
岡
本
荘
様
、
吉
田
カ
ヨ
子
様
、
黒
川
夏
江
様
、
松
元
幸

太
郎
様
、
宮
武
ハ
ナ
子
様
、
長
谷
貴
美
子
様
、
入
谷
正
様
、
後
藤
設
備
㈱
様
、
中
川
忠
士
様
、

日
下
美
千
代
様
、
㈲
完
土 

完
土
剛
様
、
津
田
和
美
様
、
寺
岡
淳
子
様
、
高
橋
輝
美
様
、
実
の

里
様
、
豊
栄
自
動
車
様
、
下
浦
重
一
様
、
宮
井
恵
子
様
、
平
井
貞
子
様
、
坂
井
義
広
様
、
平

野
健
治
様
、
頼
富
修
様
、
山
地
正
和
様
、
築
田
由
紀
子
様
、
森
田
裕
様
、
佐
々
木
哲
夫
様
、

山
下
竹
夫
様
、
窪
田
純
子
様
、
太
田
美
津
子
様
、
川
井
保
子
様
、
河
田
カ
ヨ
子
様
、
筒
井
正

子
様
、
河
野
登
紀
子
様
、
中
塚
ヨ
シ
エ
様
、
山
内
ツ
マ
コ
様
、
野
崎
孝
子
様
、
ミ
ー
ト
シ
ョ

ッ
プ
多
田
様
、
坂
井
義
弘
様
、
矢
野
一
男
様
、
星
加
澄
子
様
、
宮
崎
伸
二
様
、
北
原
幸
子
様
、

多
田
良
一
様
、
斉
藤
伸
子
様
、
佐
藤
章
代
様
、
平
尾
純
司
様 

《
寄
付
金
》 

高
田
隆
寛
様
、
佐
々
木
哲
夫
様
、
黒
川
商
店
様
、
宮
武
ハ
ナ
子
様
、
宮
秋
俊
英
様
、
黒
川
達

夫
様
、
松
本
明
美
様
、
安
西
正
代
子
様
、
大
和
流
み
や
び
会
様
、
成
田
山
聖
代
寺
様
、
佐
竹

克
子
様
、
南
原
勉
様
、
水
野
美
代
子
様 

《
御
慰
問
・
御
奉
仕
》 

ボ
ラ
え
も
ん
様
、
ホ
ピ
村
若
林
一
色
様
、
津
田
和
美
様
、
今
田
様
、
有
馬
様
、
田
中
司
様
、

市
原
和
政
様 

 男 性 女 性 全 体 

入所者数（人） 10 40 50 

平均介護度 2.9 3.5 3.4 

平均年齢（歳） 80.6 86.3 85.2 

最高齢（歳） 92 98  

最低齢（歳） 66 67  

≪配食ボランティアさん募集≫ 
法寿苑では、木太地区の高齢者を対象に手作りのお弁当（昼食）

をお届けしています。つきましてはお弁当配達のご協力をお願

いしています。ご協力していただける方は下記までご連絡くだ

さい。 

（配達希望日時） 

月～土曜日（祝日は除く）の 11:45～12:30 の間で配達可

＊４月１日現在 特養の現状＊ 

特別養護老人ホーム 法寿苑 
〒760-0080 高松市木太町 7 区 3308 番地 
(代表) TEL : 087-832-5500 

FAX : 087-832-5530 
法寿苑デイサービスセンター 

TEL : 087-832-5680 
法寿苑老人介護支援センター 

TEL : 087-832-5400 
弘善会ヘルパーステーション 

TEL : 087-832-5768 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kouzenkai.jp 
(弘善会ホームページよりお入りください) 
E-mail houjyuen@kouzenkai.jp 

 

個
人
情
報
保
護
の
為
、
名
称
の
公
表
を
差
し
控
え
た
い
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し
出
下
さ
い
。 

‐‐‐
春春春
ののの
彼彼彼
岸岸岸
法法法
要要要
‐‐‐   

   
   
   
   
   

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
、
当
苑
物
故

者
を
偲
ん
で
彼
岸
法
要
を
地
域
交
流
ル
ー
ム

に
て
行
い
ま
し
た
。 

僧
侶
に
よ
る
読
経
の
後
、
大
和
流
み
や
び
会

様
に
よ
る
御
詠
歌
の
奉
詠
も
頂
き
、
参
加
さ
れ

た
利
用
者
の
方
々
も
目
を
閉
じ
手
を
合
わ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 ‐‐‐
寄寄寄
付付付
・・・
慰慰慰
問問問
‐‐‐   




